
吉兆龍雲
吉良川中学校 校長室だより 令和6年4月

子どもたちが幸せになるために、学校でやらなければならないこ

とを、この学校教育目標に込めました。幸せにつながる道は一つで

はないですが、変化の激しいこれからの社会で、どんな道に進むと

しても幸せになるために必要なことだと考えています。

自他の尊重
まず自分を認め、大切にし、元気づ

けること。そして人と豊かに、上手に
関わること。

きっちょう りゅううん

4月８日（月）9名の新入学生を迎

える入学式を行うことができました。

驚いたことは、新入学生代表の小松茉

莉愛さんのあいさつがとても立派だっ

たこと、また生徒代表の小松大河くん

の新入学生への語りかけが素晴らし

かったことです。ふたりとも言葉を暗

記して、堂々と話すことができており、

吉良川の子どもたちの高いポテンシャ

ルを感じました。また、式場の準備の

ときも生徒がきびきびと動いていて、

真面目さや先生方との信頼関係が伝

わってきました。これまでよい学校文

化をつくろうと生徒さん、教職員、保

護者の皆さん、地域の皆さんが積み重

ねてきた思いや取り組みを後退させる

ことなく、新たな魅力や価値を加えて

いきたいと考えています。

式辞では、3番目の小松が、3つの

大切なこと「自分を認める」「チャレ

ンジ」「共感」についてお話させてい

ただきました。裏面に原稿を掲載しま

す。

入学式

奈半利中学校から赴任して参りました小松英也と申します。3月

31日（日）に吉良川の町並みを散策し、御田八幡宮に参拝してきま

した。４月7日（日）には西の川上流を歩いてきました。吉良川は伝

統的な文化と豊かな自然が素晴らしい素敵な地域だと感じました。

校長室だよりは、私が感動したことや、集会等で生徒の皆さんに

話した内容や、学校教育目標や学校評価など学校運営の方向性に関

わる事柄などを掲載します。題の「吉兆」「龍雲」は両方とも「よ

い兆し」「見通しが明るいこと」という意味です。

自律した学習者
教えてもらうだけでなく、学びを楽

しみ、自分から情報を取りに行き、学
びを計画し、軽やかに実行すること。

未来をたくましく生きる
これからの変化の激しい時代に、置

いていかれないよう、常にチャレンジ
し成長すること。
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